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研究成果ポスター集作成に当たって 
 

 

　日頃より、福島県農業総合センターの業務の推進に御理解と御協力を頂き、 

心より感謝を申し上げます。 

 

　さて、令和７年度は、夏（６～８月）の平均気温が平年を2.36 ℃上回り、 

統計開始以降(1898年）で最高値と公表されましたが、気温上昇に歯止めがか 

からない状態が続いております。 

　気候変動による食料生産の不安定化や、地政学リスクによるエネルギー、 

資材等の高騰など、農畜産業を取り巻く環境は想定以上のスピードで「変化」 

が起きていると実感しています。 

 

　また、生産基盤という点に目を向けますと、令和７年11月に農林業センサス 

調査結果概要（概数値）が公表されましたが、本県の農業経営体は31,299経営 

体、５年前に比べて11,299経営体の減少（△26.5％）となりました。 

　農業経営体による経営耕地面積は、経営体の規模拡大の動きはあるものの、 

83,988haとなり５年前に比べて11,258ha（△11.8％）減少しています。 

 

　農業総合センターでは、このような変化の大きさを捉え、令和７年度から、 

人口減少と気候変動に対応した技術開発、さらには食料安全保障に関する研究 

を強化し、各課題に着手いたしました。 

　本年度は480課題を推進し、このうち「普及に移しうる成果」19課題、「参考 

となる成果」57課題、「放射線関連支援技術情報」９課題、「営農再開実証技術 

情報」12課題、合計97課題と多くの研究成果を公表いたしました。 

 

　この内容をみなさまに広く提供し、効果的に活用いただくため、研究成果の 

情報を掲載した成果ポスター集を作成いたしました。また、当センターのホー 

ムページにおいても本成果ポスター集のより詳しい成果情報を御覧いただけま 

すので、御活用いただければ幸いです。  
 

　結びに、農業総合センターは農業振興の拠点として、技術開発、人材育成、 

種子・種苗の生産と供給、食の安全確保、情報発信等の活動のアウトプットと 

同時に、社会に意義のある成果としてアウトカムの創出を目指すことを使命と 

し、本県農業の持続的発展に尽力してまいりますので、引き続き御協力を賜り 

ますようお願い申しあげます。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和８年３月  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福島県農業総合センター  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所長 小久保 仁子 
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 成 果 の 内 容  

● 「福島 59 号」は 、高温条件下において「コシヒカリ」より白未熟粒の発生が少なく、

高温登熟性に優れています(図 1）。 

● 「福島 59 号」は 、「コシヒカリ」に比べて熟期が遅く、千粒重が重くやや多収です。

また、倒伏やいもち病に強く、味度値が高く食味が優れています(表、図 2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 導入のメリットや留意点等  

● 登熟期間の高温に伴う品質低下が顕著に発生しやすい平坦部での普及が期待できます。 

● 「コシヒカリ」よりも熟期が 7 日程度遅いため、栄養凋落による収量や品質の低下等

に注意が必要です。 

（活用した事業名 オリジナル品種開発導入事業） 

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和 7 年度（普及） 

 福島県農業総合センター 作物園芸部 品種開発科 

                                     ＴＥＬ ０２４－９５８－１７２１ 

高温登熟性に優れる 
水稲有望系統「福島 59 号」の育成 

稲作 

図 1 高温条件下における白未熟粒

歩合の比較 
（2018 年～2022 年 温室内試験） 

図 2「福島 59 号」の籾・玄米 

表「福島 59 号」の特性一覧 

品種系統名 福島59号 コシヒカリ

早晩性 かなり晩 晩

出穂期（月日） 8月17日 8月10日

成熟期（月日） 10月2日 9月23日

稈長（cm） 85 90

倒伏程度
*1
（0～5） 0 2

いもち病推定真性抵抗性 Pii, Pik ＋

いもち病ほ場抵抗性遺伝子 Pi39 なし

葉いもち・穂いもち
*2

（強）
注 弱

耐冷性（障害型） 中以下 強

穂発芽性 中 難

精玄米重*3(kg/a) 65.6 64.1

玄米千粒重
*3
（g） 24.1 21.5

整粒歩合
*4
（％） 82.1 67.0

白未熟粒割合
*4
（％） 2.4 11.0

味度値
*5 85.9 78.1

2019～2022年の平均（センター内ほ場（基肥窒素0.5kg/a＋追肥窒素0.2kg/a））
*1　達観調査による6段階評価（0：無～5：完全倒伏）
*2　Pikの基準品種を用いた仮判定　注：基準品種策定後、変動する可能性あり
*3　1.8㎜の篩で調製し、水分15％で換算
*4　サタケ穀粒判別器（RGQI20A）により測定した値
*5　トーヨーマルチ味度メーター（MA-90R2）により測定

－ 1 －



－ 2 －



 

 

 

 

 

 

 成 果 の 内 容  

● 特定外来生物「ナガエツルノゲイトウ」に対し、本県における水稲作付期間中の水田

内で 3 通りの有効な防除体系を確立しました(表 1、図）。 

● 確立した体系では、散布器具を使用しない防除や、低コストでの防除が可能です(表 2)。 

 

 

 

 

 

 

 導入のメリットや留意点等  

● 除草剤費の低減や省力化など、目的に合った防除体系を導入できます。 

● それぞれの除草剤を単用ではなく、必ず組み合わせた体系防除を実施してください。 

                   

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和７年度（普及） 

 福島県農業総合センター 浜地域研究所 

                                     ＴＥＬ ０２４４－３５－２６３３ 

水田における 
ナガエツルノゲイトウ対策を考慮した 

防除体系 

稲作 

表１　各体系における供試除草剤・処理時期及び除草効果

ナガエ発生前

(移植当日～3日後）

ナガエ生育期

（移植42～56日後）

ナガエツルノゲイトウ 100

イヌホタルイ 95

ノビエ 100

コナギ 100

ナガエツルノゲイトウ 100

イヌホタルイ 94

ノビエ 100

コナギ 100

ナガエツルノゲイトウ 100

イヌホタルイ 91

ノビエ 93

コナギ 100

注）防除価 (%) ＝ ( 1 － 処理区残草生体重 ／ 無処理区残草生体重 ) × 100

体系①

ピラクロニル

プロピリスルフロン

テフリルトリオン含有剤

（商品名：アットウZ400FG）

フロルピラウキシフェンベンジル

ペノキススラム

ベンゾビシクロン含有剤

（商品名：ウィードコアジャンボSD）

体系②

フェノキサスルホン

フェンキノトリオン

メタゾスルフロン含有剤

（商品名：アカツキ豆つぶ２５０） フロルピラウキシフェンベンジル含有剤

（商品名：ロイヤント乳剤）

体系③

防除

体系

供試除草剤および除草剤処理時期

調査草種
防除価

(%)

トリアファモン

フェンキノトリオン含有剤

（商品名：プライオリティ豆つぶ２５０）

表２　各体系で必要な散布器具と除草剤費

小区画圃場

（30a未満）

大区画圃場

（30a以上）

注）除草剤費は福島県の除草剤標準価格をもとに算出

体系③ 6,990

背負い式動噴

背負い式動噴 ブームスプレーヤ―

ブームスプレーヤ―

除草体系

必要な散布器具

体系① 8,270

体系② 7,390

除草剤費

（円/10a）

なし なし
※畦畔からの手散布（投げ込み散布）による

－ 3 －



 

 

 

 

 

 

 成 果 の 内 容  

● 近年、除草剤抵抗性ノビエが水稲栽培で問題となっているため、ノビエの薬剤感受性 

を簡便に診断できる新しい検定法を開発しました(図 1)。 

● この検定法は、14 日間と短期間でシハロホップブチル、ペノキススラムに対する抵抗

性の有無を識別できるため、迅速な判定が可能です。 

● 特別な経験を必要とせず、試験管内で容易に抵抗性の有無を確認できます(図 2)。 

 

導入のメリットや留意点等  

● 1 検体約 30 円で検定が可能です。 

● 使用するノビエ種子は、採取後 1〜2 か月間の風乾と、1 か月程度の冷蔵保存(5℃)に 

 より、休眠を打破させておきます。 

（活用した事業名 植物調節剤の研究開発事業 公益財団法人日本植物調節剤研究協会）                   

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和７年度（普及） 

 福島県農業総合センター 浜地域研究所 

                                     ＴＥＬ ０２４４－３５－２６３３ 

実生を用いたノビエの 
除草剤抵抗性検定法の開発 

稲作 

－ 4 －
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 成 果 の 内 容  

● 「夏黄金」は、「ゆきちから」に替わる、強力性のパン・中華めん用の小麦品種です。 

● 中通り地方では、播種時期：11 月上旬ごろ、播種量：6kg/10a を基本として、基肥(㎏

/10a)は窒素：リン酸：カリ=10：10：10、追肥(㎏/10a)は窒素：3(幼穂形成期)＋6(出穂

期)の施肥体系による栽培が適しています。 

● また、穂の全体が赤褐色に色づき、出穂後の積算気温（＝日平均気温の合計値）が 900℃

程度に達したころが機械収穫開始の目安です。 

 導入のメリットや留意点等  

● 「夏黄金」の栽培暦は、福島県農業総合センターHP から入手可能です。 

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和７年度（普及） 

 福島県農業総合センター 作物園芸部部 畑作科 

                                     ＴＥＬ ０２４－９５８－１７２３ 

小麦「夏黄金(なつこがね)」の 
安定生産のための栽培暦の作成（中通り地方） 

畑作 

－ 6 －



 

 

 

 

 

 

 成 果 の 内 容  

● 作業を単純化したキュウリのつる下ろし栽培は、栽培経験の浅い作業者でも容易に作

業することが可能で、摘心栽培と比較して作業時間を約 1 割削減できます(図 1)。 

● つる下ろし栽培の可販果率は摘心栽培より高くなります。つる下ろし栽培の方が資材

費を要しますが、可販果収量が多くなる分、販売額はつる下ろし栽培が摘心栽培を上回

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 導入のメリットや留意点等  

● キュウリ栽培経験の浅い作業者を雇用する法人や新規就農者等が施設夏秋キュウリ栽

培に取り組む際の栽培法の 1 つとして選択できます。 

● 施設キュウリの夏秋作型における簡易なつる下ろし栽培マニュアルを作成しました。 

(農業総合センターＨＰに公開予定) 

（活用した事業名 農林水産分野の先端技術展開事業(JPJ009997)） 

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和７年度（普及） 

 福島県農業総合センター 浜地域研究所 

                                     ＴＥＬ ０２４４－３５－２６３３ 

施設夏秋キュウリにおける 
つる下ろし栽培の導入効果 

野菜 

※15m×6m のパイプハウスに各栽培とも 3 畝(畝幅 80 ㎝通路幅 90cm、

株間 60 ㎝)設置した場合の費用を 10a 当たりに換算。摘心栽培は直

立ひも誘引の場合の資材費。 

※各資材の単価は 2023 年～2025 年の価格で算出。耐用年数は概算。 

※1 年当たり費用は各資材の導入価格を各耐用年数で割り、その合計額

で算出。 

※遮光資材等は別途加算する必要有り。 

※資材の用途・詳細については栽培マニュアルに記載。 

※販売額は単価を 2019～2024 年の 5 か年平均である 350 円/㎏として

試算。 

表  つる下ろし栽培と摘心栽培の資材費  

図 1 つる下ろし栽培と摘心栽培における 

作業時間の比較 
※摘心栽培の合計作業時間を 100 とした場合のつる下ろし栽培の

合計作業時間比。各作業の割合は各栽培法の合計作業時間に占

める割合。 

※2023 年 6 月 11 日から 10 月 31 日までの延べ作業時間から算出。 

図 2  つる下ろし栽培と摘心栽培における

10a 当たりの収量及び可販果率 

可

販

果 

※つる下ろし栽培は「クラージュ 2」、摘心栽培は「ニーナ Z」。 

収穫期間は 2023 年 6 月 11 日から 10 月 31 日。 

つる下ろし栽培
摘心栽培

(直立ひも誘引)
必要資材 (円/10a)

直管パイプ(支柱用)、固定用フック 14 251,600 251,600
(縦支柱固定用にタイバー(ハウス天井に横支
柱)を設置する場合)
直管パイプ、支柱固定金具 14 99,889 99,889
灌水チューブ、マルチ、マルチキーパー 1 50,982 50,982
テープナー 3
テープナーテープ、テープナー針 1
コーティングワイヤー
(つる下ろし栽培：主枝＋子づる誘引用、
摘心栽培：主枝誘引用)
ワイヤークリップ

4 260,267 156,160

ターンバックル(ワイヤー調節用)、ワイヤー支
持金具

4 53,200 0

誘引補助紐(つる下ろし1段、摘心4段） 1 3,004 5,649
親づる誘引器具(商品名：クキタッチα) 4 44,814 44,814
子づる誘引器具(商品名：ペリカンキャッチ) 4 34,848 0
通路シート 4
通路シートキーパー 14
合計 965,281 655,949
1年当たり費用 257,144 231,822
可販果収量（t/10a） 18.0 17.5
販売額（円） 6,300,000 6,125,000

耐用
年数

17,744 46,855

148,933 0

－ 7 －
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 成 果 の 内 容  

● 相双地域のタマネギ秋まき移植栽培において問題となっている各種雑草に対して、有

効な除草剤や散布時期を明らかにし、それらを組み合わせた新たな雑草防除体系を作成

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 導入のメリットや留意点等  

● 栽培予定のほ場に地下茎型イネ科雑草や多年生雑草が繁茂している場合は、耕起前に

グリホサート系除草剤などの非選択性茎葉処理剤を使用し完全に枯殺しましょう。 

● 選択性茎葉処理剤は対象雑草の生育状況に合わせて処理し、土壌処理剤は対象雑草の

出芽前に処理しましょう。 

（活用した事業名 農林水産分野の先端技術展開事業(JPJ009997) 先端技術を活用した施設野菜・畑作物の省力高収益栽培・出荷管理技術の確立（JPFR23060107,24060107,25060107） ） 

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和 7 年度（普及） 

 福島県農業総合センター 浜地域農業再生研究センター 

                                     ＴＥＬ ０２４４－２６－９５６２ 

相双地域のタマネギ秋まき移植栽培において
有効な雑草防除体系 

野菜 

ヤエムグラ シロザ ノボロギク イヌムギ その他

新規 <1 <1 2 <1 12

慣行 45 <1 15 <1 12

新規 <1 <1 2 6 16

慣行 <1 10 50 20 5

ほ場 防除体系
被度（％）

A

B

表 新規雑草防除体系による防除効果 

注）被度とは、ほ場全体において各種雑草が被覆している割合のこと。 

図 新規雑草防除体系 

月

旬 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

越冬期間
基肥 追肥 追肥 追肥 除草
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ム
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３月 ４月 ５月 ６月

中

９月 １０月 １１月 12月 1月 ２月

48
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 成 果 の 内 容  

● モモせん孔細菌病の常襲園において、2019 年から雨よけ栽培を継続した結果、2021 年

以降春型枝病斑の発生が急激に減少し、2023 年以降に被害は確認されませんでした。 

● 2022 年から段階的に殺菌剤(本病対象外の殺菌剤も含む)の使用を削減し、2025 年は

慣行比 67%の殺菌剤の使用を削減しましたが、本病の発生は確認されませんでした。 

 

 

 導入のメリットや留意点等  

● 本病の被害軽減および化学農薬の使用削減と農薬コストの削減が期待できます。 

● 春型枝病斑の剪除など、総合的な防除対策を併せて実施しましょう。 

 

（活用した事業名 安全な農畜水産物安定供給のための包括的レギュラトリーサイエンス研究推進委託事業 ） 

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和 7 年度（普及） 

 福島県農業総合センター 果樹研究所 病害虫科 

                                     ＴＥＬ ０２４－５４２－４１９９ 

雨よけ栽培を継続することで 
モモせん孔細菌病の発生が減少し 
殺菌剤の使用を大幅に削減できる 

果樹 

図 1 春型枝病斑の発生の推移 
※データは 4 月～6 月の累積発病枝率を示す。 

なお、2023 年～2025 年は、前年秋期の降雨が少なかっ

たため、露地栽培でも春型枝病斑の発生が少なかった。 

図 2 新梢葉での発病の推移 

表 雨よけ栽培と露地栽培の薬剤散布実績（2025 年） 

散布薬剤 希釈倍数 散布薬剤 希釈倍数

第１回 3月23日 チウラム水和剤 500 チウラム水和剤 500

第２回 4月5日 銅水和剤 50 銅水和剤 50

第３回 4月19日 ストレプトマイシン水和剤 1,000 ストレプトマイシン水和剤 1,000

フェンブコナゾール水和剤 5,000 フェンブコナゾール水和剤 5,000

第４回 4月28日 － － 酸化亜鉛水和剤 1,000

クレソキシムメチル水和剤 2,000 クレソキシムメチル水和剤 2,000

第５回 5月8日 － － オキシテトラサイクリン水和剤 2,000

－ － 水和硫黄剤 500

第６回 5月16日 － － 酸化亜鉛水和剤 1,000

－ － ジチアノン水和剤 600

第７回 5月28日 － － マンゼブ水和剤 2,000

第８回 6月6日 － － バリダマイシン水和剤 500

ベノミル・ＴＰＮ水和剤 1,000 ベノミル・ＴＰＮ水和剤 1,000

第９回 6月16日 － － オキシテトラサイクリン水和剤 2,000

－ － イミノクタジンアルベシル酸塩水和剤 1,000

第１０回 6月26日 － － バリダマイシン水和剤 500

－ － ピリベンカルブ水和剤 3,000

第１１回 7月6日 － － オキソリニック酸水和剤 1,000

－ － イミノクタジンアルベシル酸塩水和剤 1,000

 第１２回 7月19日 － － ピラクロストロビン・ボスカリド水和剤 2,000

 第１３回 8月14日 テブコナゾール水和剤 2,000 テブコナゾール水和剤 2,000

第１４回 8月26日 イプフルフェノキン水和剤 2,000 イプフルフェノキン水和剤 2,000

秋期防除 9月19日 － － 銅水和剤 30

秋期防除 10月3日 － － 銅水和剤 50

殺菌剤のみ記載した。

網掛け部は雨よけ被覆期間、青背景はせん孔細菌病対象薬剤を示す。

散布回 散布日
雨よけ栽培 露地栽培

－ 12 －
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 成 果 の 内 容  

● 福島市と須賀川市の現地ほ場において展葉 2～3 枚期にキャプタン水和剤の追加散布

を行った結果、慣行防除よりもブドウ黒とう病の発病が抑えられました。 

● 展葉 5～6 枚期以降にブドウ黒とう病に対して効果の高い薬剤の検討を行った結果、

インピルフルキサム水和剤(商品名：カナメフロアブル）、ピラジフルミド水和剤(商品

名：パレード 15 フロアブル）、メフェントリフルコナゾール水和剤(商品名：ベランティ

ーフロアブル)の効果が高いことが明らかとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 導入のメリットや留意点等  

● 上記３剤はいずれも薬剤耐性菌発生リスクが高いため、連用を避け年間の使用回数に

注意してください。 

 

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和 7 年度（普及） 

 福島県農業総合センター 果樹研究所 病害虫科 

                                     ＴＥＬ ０２４－５４２－４１９９ 

 
ブドウ黒とう病の効果的な防除方法 

 

果樹 

図１ ブドウ黒とう病に対する防除効果（2024～2025 年） 
※キャプタン水和剤は 800 倍、メフェントリフルコナゾール水和剤は 8,000 倍、 

ピラジフルミド水和剤は 2,000 倍、インピルフルキサム水和剤は 4,000 倍で散布。 

表１ 福島市現地ほ場における展葉２～３枚期の防除の効果（2022 年） 

無 少 中 多

1 100 100 0 0 0 0 0 0

2 101 100 0 0 1 1 1.0 1.0

3 101 100 1 0 0 1 1.0 0.3

平均 100.7 100.0 0.3 0 0.3 0.7 0.7 0.4

1 116 88 13 3 12 28 24.1 15.8

2 102 99 1 0 2 3 2.9 2.3

3 122 107 11 3 1 15 12.3 5.5

平均 113.3 98.0 8.3 2.0 5.0 15.3 13.5 8.0

品種は「雄宝」を供試した。展葉２～３枚期の追加防除は2022年５月２日、調査は５月31日に実施した。

※指数０(無)：病斑なし　 １(少)：病斑10個以下 　２(中)：11～30個 　３(多)：31個以上

※※発病度＝｛Σ（指数×程度別発病葉数）/3×調査葉数｝×100

展葉２～３枚期
追加防除

慣行防除

散布体系 調査枝No 調査葉数
程度別発病葉数※

発病葉計
発病葉率
（％）

発病度※※

－ 14 －



No 内容
１

２  

３  栽培に用いる再利用の潅水用点滴チューブは畦立て後に設置し、全面被覆を行った後に土壌消毒する。
４  耕うん機や作業用台車等の農機具は、他のほ場等へ移動する前に土壌を落とし、洗浄して使用する。
５  発病株が見られた場合、放置せず早めに処分する。
６
７  栽培終了後の残渣は、翌作の伝染源となるため引き抜いて処分する。
８  残渣は、ほ場から離れた場所で土中に埋めて処分する。
９

１０  育苗時に使用する資材は洗浄、消毒して使用する。
１１  被害が大きい場合には、前作の古株枯死を目的としたキルパーによる処理を実施後、土壌消毒するのが望ましい。
１２  被害が大きい場合には、土壌消毒後の土壌移動がないよう畦立て後の全面消毒が望ましい。

ハウスの出入口付近に靴の履き替えスペースを確保し、ハウス内は専用の靴を使用する。なお、出入口付近は土壌消
毒の効果が劣る場合があるため、マルチ等を敷き、土壌が付着しないようにする。

栽培期間中に発病株を引き抜き処分する場合、株に付着した土壌をまき散らさないよう袋等を用いて運び処分する。

栽培ほ場（本ぽ）と育苗ハウスを行き来する際は、それぞれ専用の靴を使用して履き分け、病原菌を持ち込まない
よう注意する。

ハウス内に持ち込む再利用の資材、道具等は丁寧に洗浄する。さらに、ケミクロンG等で消毒して使用するのが望ま
しい。

表 伝染源を持ち込まないための留意点 

 

 

 

 

 

 成 果 の 内 容  

● トルコギキョウ立枯病は、土壌消毒により病原菌の土壌中菌密度が低下しても、その

後に発病する事例があり、問題となっています。 

● 立枯病の原因となる Fusarium oxysporum は、使用済みのトンネル用フィルムやトン

ネル支柱、マルチに付着した土壌、内張りカーテンフィルム等から検出され、土壌消毒

後に使用した再利用資材等が伝染源となっている可能性が考えられました。 

● 土壌消毒を実施しているにもかかわらず、被害が低減できない場合は、伝染源の持ち

込みの可能性があるため、栽培管理の留意点をまとめました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 導入のメリットや留意点等  

● 土壌消毒が不十分で土壌中に菌が残っていると、表に記載の栽培管理を実施しても、 

 効果が期待できません。土壌消毒を適切に行い、さらに伝染源を持ち込まないよう対策 

 を実施してください。 
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土壌消毒後に発生する 
トルコギキョウ立枯病の発病要因 

花き 
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無処理 処理 

図 1 連作によるシンテッポウユリの障害 

（2011 年 7 月 29 日） 

図 2 クロルピクリンくん蒸剤処理が生育に与える 

影響（栽培 2 年目、2015 年 7 月 22 日） 

 

 

 

 

 

 

 成 果 の 内 容  

● シンテッポウユリの連作による草丈の低下、葉の黄化症状（図 1）の主な原因として、

Fusarium oxysporum によるユリ類乾腐病が関与していることを明らかにしました。 

● 乾腐病の防除方法は、畦立て位置にクロルピクリン錠剤を均一に散布後、畦立てと同

時に穴あき黒マルチを被覆し、さらに、密閉するため全面を 0.03 mm 以上の農業用ポリ

フィルムで被覆して、通路部には水枕や土のうを置き固定します。その後は、定植直前

の 3～4 月までの 1 か月間以上密閉します。 

● シンテッポウユリの露地実生栽培 2 年 1 作体系において、上記の方法により土壌消毒

を実施したところ、可販株割合が約 9 割となりました(図 2)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 導入のメリットや留意点等  

● 2 年 1 作体系でシンテッポウユリを栽培する場合には、2 年目収穫以降の菌密度が土

壌消毒前と同程度の菌密度となるため、毎作付け前のクロルピクリンくん蒸剤による土

壌消毒が必要となります。 

● 2022 年 7 月に、クロルピクリン錠剤が「花き類・観葉植物、乾腐病」で適用拡大とな

りました。使用する際は、最新の登録内容を確認して使用してください。 
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                                     ＴＥＬ ０２４－９５８－１７１６ 

 

シンテッポウユリの連作障害の主な原因と 
クロルピクリンくん蒸剤土壌消毒の方法 

花き 
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 成 果 の 内 容  

● 本県育成水稲品種「福笑い」の収量、品質の向上を図るため、衛星データを用いた栽

培管理支援システム「ザルビオフィールドマネージャー」（以下、「ザルビオ」という。）

による生育指標値を作成しました。 

● 幼穂形成期のザルビオ NDVI（正規化植生指数）に応じた追肥を実施することで、目標

の収量、玄米タンパク質含有率、整粒歩合を確保できます。 

 

 

 

 

 

 

 

                表 ザルビオ(NDVI)による「福笑い」の生育指標値 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 導入のメリットや留意点等  

● ドローンリモートセンシングと比べ、NDVI の取得や可変追肥マップの作成が容易です。 

● 曇雨天時は衛星データが更新されず、NDVI が取得できない場合があります。 

（活用した事業名 新稲作研究会に係る委託試験 ） 
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中通りにおける「福笑い」の 
ザルビオによる生育指標値 

稲作 

図 ザルビオによる衛星データの解析例（令和 7 年 7 月 22 日の NDVI を表示） 

時期 項目

ザルビオNDVI 0.75未満 0.75～0.80 0.81～0.83

草丈×茎数×葉色/10⁶
(cm)(本/m²)(SPAD502)

0.93未満 0.93～1.20 1.20～1.40

葉色(SPAD502) 30.0未満 30.0～35.0 35.1～36.0

窒素追肥量(kg/a) 0.2 0.1 0

収量(kg/a)

玄米タンパク質含有率(%)

整粒歩合(%)

登熟歩合(%)

籾数/10⁴(粒/m²)

指標値

幼
穂
形
成
期

成
熟
期

55～60

5.6～6.4

75以上

85以上

2.8～3.0

－ 22 －



 

 

 

 

 

 

 

 成 果 の 内 容  

● パン用や麵用米粉の原料となる水稲 4 品種の生育特性や、製粉特性を明らかにしまし

た。 

● いずれの品種も、アミロース含有率、でんぷん損傷度は、米粉の用途別基準をおおむ

ね満たしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 導入のメリットや留意点等  

● 耐冷性試験（浜地域研究所）の結果、いずれの品種も耐冷性が弱いと推定されるため、

幼穂形成期から穂ばらみ期に低温となった場合、障害不稔となるリスクがあります。 
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福島県内で栽培した場合の 
米粉用水稲品種の生育特性 

稲作 

表　米粉用品種の生育特性（2023～2025年の平均）

品種名 用途等 試験地
移植期
(月/日)

出穂期
(月/日)

成熟期
(月/日)

稈長
(cm)

穂数
(本/㎡)

精玄米重
(kg/a)

アミロース
含有率(%)

でんぷん
損傷度(%)

ゆめふわり 菓子・料理 郡山市 5/15 7/24 8/30 72.6 515 58.7 6.1   7.2   

会津坂下町 5/20 7/24 9/03 76.9 537 69.0 3.3   10.4   

相馬市 5/13 7/22 9/02 85.1 486 57.5 3.7   11.0   

笑みたわわ パン 郡山市 5/15 8/10 9/25 85.1 326 69.7 20.6   6.5   

会津坂下町 5/20 8/10 9/25 89.8 380 87.6 19.2   7.7   

相馬市 5/12 8/04 9/17 93.1 329 80.3 19.4   6.9   

あみちゃんまい 麺 郡山市 5/15 7/27 9/01 76.9 395 60.7 21.9   8.0   

相馬市 5/13 7/23 8/26 93.3 432 70.0 21.6   9.0   

越のかおり 麺 郡山市 5/15 8/05 9/12 85.6 454 61.1 26.3   6.7   

会津坂下町 5/20 8/04 9/17 93.9 457 74.8 25.5   7.5   

相馬市 5/12 8/03 9/14 92.4 422 64.7 25.5   7.2   

1)「ゆめふわり」は農研機構 東北農研、「笑みたわわ」は農研機構 九州沖縄農研からの分譲種子。

2) 窒素施肥量は、 0.8㎏/a(基肥)+0.2㎏/a(出穂15日前追肥)。

3) 精玄米重は､粒厚1.8mm以上､水分15%換算値。

4) 米粉の用途別基準（農林水産省）

・アミロース含有率 ： 菓子・料理用20%未満、パン用15%以上25%未満、麺用20%以上。

・でんぷん損傷度   ： 10%未満。米粉の吸水性に関連する形質で、でんぷん損傷度が高いと吸水量が多くなる。

    でんぷん損傷度が低いと米粉パンにおいては膨らみが大きくなり、でんぷん損傷度が高い

    と米粉パンやスポンジケーキでは、しっとり感が増す。

・水分含有率       ： 10%以上15%未満。

－ 23 －



 

 

 

 

 

 

 成 果 の 内 容  

● 葉いもちに感染しやすい日(感染好適条件)の出現は、これまでほとんど 6 月以降でし

たが、2023 年には 5 月中旬にも感染好適条件の出現が確認されました。また近年は 5 月

下旬の感染好適条件の出現回数が増加していますので注意が必要です(表）。                                                                                                   

 

表１ 過去 30 年の気象データを用いた 5 月の葉いもち感染好適条件出現回数 

 

導入のメリットや留意点等  

● 5 月上旬以前に移植したほ場では、いもち病の伝染源となる補植苗は 5 月中旬までに

撤去します。 

● 直播栽培など、稲の生育初期に殺菌剤を施用していないほ場では、葉いもちの発病初

期を見逃さないようほ場を見回りましょう。 
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                                    ＴＥＬ ０２４－９５８－１７１６ 

葉いもちに感染しやすい時期は 
早まっている 

稲作 

5月上旬 5月中旬 5月下旬 5月上旬 5月中旬 5月下旬
浪 江 0 0 0 0 0 1
山 田 0 0 0 0 0 1
福 島 0 0 0 0 1 1
郡 山 0 0 0 0 0 1
船 引 0 0 0 0 0 1
石 川 0 0 0 0 0 1
白 河 0 0 0 0 0 1
東白川 0 0 0 0 0 1
若 松 0 0 1 0 0 2
喜多方 0 0 2 0 0 1
西会津 0 0 1 0 0 0

0 0 4 0 1 11
※ 福島県内アメダス観測地点29地点のうち5月中に出現した地点数

会 津

11地点※のべ出現回数

地方
感染好適条件
出現地点

感染好適条件出現回数（回）
1995～2014年 2015～2024年

浜通り

中通り

－ 24 －
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 成 果 の 内 容  

● 温暖化の影響による冬期間の気温上昇で、県北及び県中地方でもクモヘリカメムシが

越冬可能となり、発生地域の拡大に加え、これまでよりも水田への飛来が早まっている

ことが確認されるなど、定着の可能性が高まっていると考えられます(図、表）。 

● 中通り北部・中部でもクモヘリカメムシの発生に注意し、発生が多い場合は、クモヘ

リカメムシの防除適期である出穂期～穂揃期に 1 回目の防除を実施してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 導入のメリットや留意点等  

● クモヘリカメムシは南方系のカメムシで、その分布域は厳寒期の最高気温の影響を受

けると考えられています。 
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中通り北部・中部での 
クモヘリカメムシ定着のおそれ 

稲作 

図 クモヘリカメムシの発生と 

潜在的越冬可能地域 
トラップ設置日：2024 年 7 月 5 日、2025 年 7 月 3 日 

赤字は、2024 年より発生の時期が早まったことを示す 

＊：福島県病害虫防除所データ：2024 年・2025 年 

調査日 7 月 15 日、8 月 15・31 日、9 月 15・30 日 

( )内は 2024 年調査結果 

捕獲あり：〇、捕獲なし：× 

注）2025 年フェロモントラップ調査（福島県病害虫防除所の

調査地点を含む）  

 ：0～2、 ：3～5、  ：6～7、  ：8～ 

注）２月上旬の日最高気温の平均が 4.7℃を超えた回数 

（2016～2025 年、農研機構メッシュ農業気象データ） 

※4.7℃を超えた回数が多いほど越冬する可能性が高いと 

推測されます 

表 県内 21 調査地点のフェロモン 

トラップによる捕獲状況 

福島市 飯野町大久保 5 (0) 4 (0) 0 (0) 17 (4) 11 (1) － (ー)
大笹生 1 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (1) 0 (0) － (ー)
飯坂町東湯野 2 (0) 4 (1) 1 (0) 1 (3) 1 (０) － (ー)

国見町 小坂＊ 8 (0) 4 (0) 3 (1) 10 (13) 9 (3) 1 (3)
二本松市 原セ 12 (0) 0 (0) 5 (2) 11 (4) 23 (1) － (ー)

西光内 2 (0) 4 (0) 2 (0) 17 (2) 23 (6) － (ー)
針道 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) － (ー)

大玉村 大山＊ 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 2 (0) 0 (0)
郡山市 日和田町高倉 1 (0) 1 (0) 0 (0) 1 (2) (2) － (ー)
郡山市 富久山町堂坂 1 (0) 0 (0) 0 (0) 4 (1) 3 (3) － (ー)
郡山市 田村町下行合 0 (0) 0 (0) 0 (0) 3 (2) 1 (2) － (ー)
郡山市 大槻町葉槻 0 (ー) 0 (ー) 1 (ー) 1 (ー) 1 (ー) － (ー)
郡山市 逢瀬町多田野 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) － (ー)
船引町 門鹿 0 (0) 0 (0) 1 0 0 (1) 0 (0) － (ー)
都路村 岩井沢＊ 73 (67) 54 (2) 15 (3) 22 (16) 9 (2) 3 (4)
矢祭町 中石井* 76 (62) 66 (13) 6 (13) 14 (14) 8 (25) 9 (0)
相馬市 今田＊ 17 (3) 20 (7) 44 (25) 25 (33) 8 (17) 1 (5)
飯舘村 須萱 2 (0) 3 (0) 0 (1) 0 (3) 8 (11) － (ー)
飯舘村 前田 0 (0) 0 (0) 0 (6) 1 (6) 0 (13) － (ー)
飯舘村 臼石 5 (0) 3 (3) 0 (2) 1 (8) 0 (9) － (ー)
飯舘村 飯樋八和木 2 (1) 42 (1) 12 (0) 1 (4) 0 (8) － (ー)

圃場 調査日
7月17日 7月31日 8月14日 8月28日 9日11日 9日30日

－ 29 －



図 1 アカスジカスミカメによる斑点米被害ハザードマップ 

※予測値の推定算出には、水田内雑草はなく、殺虫剤 1 回

散布の水田を条件に行っています。 

図 2 クモヘリカメムシの発生量予測マップ 

図 3 斑点米カメムシ類の薬剤防除時期  

 

 
 

 成 果 の 内 容  

● 南相馬市及び浪江町の水田において、農林水産省で提供している農地区画情報(筆ポ

リゴン)にドローン空撮及び現地踏査で識別した土地利用情報から、主要種であるアカ

スジカスミカメの斑点米被害を予測したハザードマップを作成しました(図 1）。 

● また、環境省で提供している植生図から、近年、発生量が増加しているクモヘリカメ

ムシの発生量予測マップを作成しました(図 2）。 

● 図 1 のマップで 2 等級以下、図 2 のマップで発生量が中以上と予測され、かつ 7 月中

旬にクモヘリカメムシの発生を確認した場合は、1 回目の防除は出穂期～穂揃期に実施

してください(図 3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 導入のメリットや留意点等  

● 主要種であるアカスジカスミカメと、近年、発生量が増加しているクモヘリカメムシ

からの斑点米被害対策において、薬剤防除開始時期の判断に活用できます。 

 （活用した事業名 広域エリアを対象とした大規模水田営農における生産基盤技術の確立 農林水産分野の先端技術展開事業(JPFR25060106) ） 
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南相馬市及び浪江町における 
斑点米の被害予測と防除時期 

稲作 
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 成 果 の 内 容  

● 県内のスマート農業技術を使用している稲作経営体を対象として、導入上の課題につ

いて調査しました。 

● その結果、中山間地域における自動操舵システム類と農業用ドローンの満足度は高く、

導入による有効性が示されました(表 1、2)。 

● 一方で、中山間地域では「農地分散による作業効率の低下」、「山林付近における通信

障害及び接触リスク」、「条件不利地での導入効果に不安を感じること」が導入上の課題

として挙げられました(表 2)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 導入のメリットや留意点等  

● 作業効率及び作業精度の向上、経営規模の維持拡大に寄与することが期待されます。 

● 山林付近のほ場や農地が分散している場合は、作業効率が低下する場合があるため、

スマート農業技術それぞれの利点と課題に留意して導入する必要があります。 
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表 1 問題点と満足度(アンケート結果) 

中山間地域の稲作経営体における 
スマート農業技術の有効性と課題 

稲作 

表 2 中山間地域における利点及び課題(聴取調査結果) 

スマート農業技術１） 導入の利点 導入上の課題

・山林付近で通信障害が発生する

・土砂や草木の流入による計測エラーが多く、
 対処に手間がかかる
・水の供給が不安定なほか、不陸が大きく、
 水位調節機能を活かすことができない
・雪解けが遅く、均平作業の期間を
 確保することが困難である
・急傾斜地での横転リスクを懸念している
・水路付近の法面や作物の生育期間中の作業は、
 精神的負担が大きい

１）中山間地域の５経営体から聴取調査を実施した。

２）直進アシスト機能、後付け自動操舵システム、GNSSガイダンスシステム、ロボットトラクタを含む。

自動操舵トラクタ類２）

(導入経営体数：３)

・直播栽培の播種精度が向上し、
 管理機による作業負担が軽減した
・直進時の精神的負担が軽減した

・旋回速度が遅いため、作業効率が低く、
 精度が求められる作業(播種、畝立)以外では
 使いづらい

農業用ドローン
(導入経営体数：４)

・散布作業の省力化と効率化が図られた
・不整形ほ場であっても作業効率が高い
・経営規模の維持拡大に寄与した

・障害物付近では、作業効率が低下する
・ほ場が分散しており、運搬に時間を要する
・山林付近のほ場では、接触リスクが高く、
 通信環境も悪いため、使用を避けている

自動水管理システム
(導入経営体数：１)

-

GPSレベラー
(導入経営体数：１)

・直播栽培における苗立ち率が向上した

リモコン草刈機
(導入経営体数：０)

-

平坦 中山間 平坦 中山間
地域 地域 地域 地域

導入経営体数 16 14 26 21
導入による満足度(点)２）

・作業効率の向上 0.9 0.6 1.3 1.7
・作業精度の向上 1.0 1.0 1.3 1.5
・経営規模の維持拡大への寄与 0.6 0.9 1.1 1.2
作業が中断した事例(%)
・電波接続が不良となった 63 29 19 10
・障害物へ接触した 0 0 15 10
性能が発揮できない条件(%)
・ほ場条件が悪い 25 21 4 5
・ほ場周辺の条件が悪い 6 21 8 5
・通信環境が悪い 13 21 4 0
１）「特定農山法」、「山村振興法」、「中間農業地域」、「山間農業地域」の
  いずれかに該当する経営体を「中山間地域」に区分した。
２）不満(-２)、やや不満(-１)、どちらでもない(０)、やや満足(１)、満足(２)の
  ５段階評価として平均点を算出した。

農業用
トラクタ類 ドローン

区分１）

スマート農業技術 自動操舵
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 成 果 の 内 容  

● 水田転換畑で大豆を作付けするには、湿害回避のために排水対策が重要です。 

● 暗きょ施工（浅層暗きょ＋籾殻補助暗きょ）と畦立て同時播種の組合せは、それぞれ

単独で実施するよりも排水性が改善され、収量は多い傾向にありました。 
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 導入のメリットや留意点等  

● 浅層暗きょ：埋設深 40 ㎝、長辺方向 5m 間隔、籾殻補助暗きょ：埋設深 40 ㎝、短辺方

向 10m 間隔で施工しました。畦立て同時播種の畦の高さは、地表面から 10 ㎝程度に設

定しました。 

 

（活用した事業名 農林水産分野の先端技術展開事業（JPJ009997）(JPFR23060106)(JPFR24060106)(JPFR25060106) ) 

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和７年度（参考） 

 福島県農業総合センター 作物園芸部 畑作科 

                                     ＴＥＬ ０２４－９５８－１７２３ 

大豆栽培ほ場の排水性改善には 
暗きょ施工と畦立て同時播種の組合せが 

効果的 

畑作 

 

図 排水対策技術別の降水量と排水性の関係 
調査場所：農業総合センター本部(郡山市)内の 

      水田転換畑(灰色低地土)。 

調査年次：2025 年。 
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表 排水対策技術と生育及び収量の関係 

 

 

暗きょ
施工

播種
方法

主茎長 収量※ 百粒重

(cm) (kg/a) (ｇ)
畦立 65.9 31.1 40.8
平畦 70.2 28.8 38.6
畦立 66.9 30.0 42.3
平畦 67.8 28.2 41.9

試験場所：農業総合センター本部(郡山市)内の
     水田転換畑(灰色低地土)。
品種：「里のほほえみ」。
暗きょ施工：浅層暗きょ＋籾殻補助暗きょ。
試験データは2021～2025年の平均。
※ 風選後、7.3mmで粒径選別後の重量、
  水分15％に換算。

有

無

－ 33 －



－ 34 －



 

 

 

 

 

 

 成 果 の 内 容  

● 「ニーナ Z」を用いた夏秋キュウリのつる下ろし栽培で、収穫位置が地上高 1m より下

がった場合に収穫枝を更新することで、更新しない場合と同等の収量を確保したまま収

穫節位を上げ、誘引作業時間を短縮できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 導入のメリットや留意点等  

● 収穫枝更新により収穫位置は地上高 1m 以上を維持でき、立ったまま収穫できます。 

● 夜温 15℃以下では側枝が出にくくなるため、9 月下旬以降は、更新は行わないでくだ

さい。 

● 5 月上旬定植、ロックウールマットを使用した隔離床養液栽培、地上高 2m の位置に成

長点を誘引するつる下ろし栽培での結果です。 

 

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和 7 年度（参考） 

 福島県農業総合センター 作物園芸部 野菜科 

                                     ＴＥＬ ０２４－９５８－１７２４ 

「ニーナ Z」の夏秋キュウリの 
つる下ろし栽培で収穫枝を更新すると 

減収せずに誘引時間を短縮できる 

野菜 

図 1 更新方法の模式図      図 2 更新後、次の収穫枝を伸ばしている様子 

表  収穫枝更新が誘引作業時間及び収量に及ぼす影響(2025年)

誘引作業 1) 総収穫果数 可販果数 うちA品果数 可販果率 可販果収量 2)

（時間/10a） （％） （t/10a）

有 466 299 228 170 76 25
無 527 293 202 140 74 22

2)  可販果収量は株間50cm 1果100g、1,111株/10aとして算出。

収穫枝更新
（本/株）

1)  7/24～9/12の間に行った誘引作業時間の合計。作業者２名(キュウリ栽培経験2～10年目の
     30～50代女性)で行った誘引作業時間を合計し、算出。

－ 35 －



－ 36 －



－ 37 －



－ 38 －



－ 39 －



－ 40 －



－ 41 －



－ 42 －



－ 43 －



－ 44 －



－ 45 －



－ 46 －



 

 

 

 

 

 

 成 果 の 内 容  

● リンゴ褐斑病の一次感染期におけるマンゼブ水和剤（商品名：ジマンダイセン水和剤）

の防除効果を調査し、本剤が有効であることが明らかになりました。 

 

表 1 果そう葉におけるリンゴ褐斑病に対するマンゼブ水和剤の防除効果（2025 年） 

 
※  リンゴ｢ふじ｣（各薬剤 1/2 樹×３）を対象に、開花直前～落花後 2 週間に 

3 回散布（4/22、5/8、5/21）し、その後は無防除とした。 

 

表 2 新梢葉におけるリンゴ褐斑病に対するマンゼブ水和剤の防除効果（2025 年） 

 
※  リンゴ｢ふじ｣（各薬剤 1/2 樹×３）を対象に、開花直前～落花後 2 週間に 

3 回散布（4/22、5/8、5/21）し、その後は無防除とした。 

 

 

 導入のメリットや留意点等  

● 近年リンゴ褐斑病の一次感染期が開花期に確認されることがあるため、本剤を開花期

に散布することで、本病の対策強化が期待されます。 

 

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和７年度（参考） 

 福島県農業総合センター 果樹研究所 病害虫科 

                                     ＴＥＬ ０２４－５４２－４１９９ 

調査
果そう数

発病
果そう数

発病
果そう率

防除価

600倍 150 3 2.0 97.7

500倍 150 48 32.0 63.6

2,000倍 150 1 0.7 99.2
150 132 88.0無処理

散布薬剤
希釈
倍数

果そう調査（8/25)

マンゼブ水和剤

チウラム水和剤

ジチアノン水和剤

調査
葉数

発病
葉数

落葉
数

発病
葉率

防除価

600倍 461 20 0 4.3 93.7

500倍 424 64 26 20.0 70.8

2,000倍 478 18 4 4.6 93.3
264 107 236 68.6

ジチアノン水和剤
無処理

新梢葉調査（9/10)
散布薬剤

希釈
倍数

マンゼブ水和剤

チウラム水和剤

 
リンゴ褐斑病の一次感染期には 

マンゼブ水和剤（商品名：ジマンダイセン水和剤）が有効である 

果樹 
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 成 果 の 内 容  

● 「ナシ福島７号」は、黒星病に対してほ場抵抗性を有し、主力品種「幸水」よりも早

く収穫できる食味良好な有望系統ですが、収穫適期が判然としておりませんでした。 

● 果皮色と食味の関係を明らかにするために官能評価試験を実施したところ、Ｒ値（果

皮色に含まれる赤い光の強さ）が 210 未満の果実は硬く果汁も少ないという評価から、

未熟と判断しました。Ｒ値が 210～230 の果実は硬さ、シャリ感、甘酸バランスなどの

評価が最も良好で、総合的な好みの評価が最も高かったことから、適熟で食べごろであ

ると判断しました。Ｒ値が 230～を超える果実はシャリ感が弱く、やわらかいという評

価が多かったことから、過熟と判断しました(図）。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 導入のメリットや留意点等  

● 収穫の目安とすることで、適期収穫が可能になります。 

 

（活用した事業名 福島県産農産物競争力強化事業(研究)） 

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和７年度（参考） 

 福島県農業総合センター 果樹研究所 栽培科 

                                     ＴＥＬ ０２４－５４２－４９５１ 

「ナシ福島７号」は 
RGB 表色系で R 値 210∼230 の時が 

食べごろである 

果樹 

図 「ナシ福島７号」のたべごろを示す果皮色 
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 成 果 の 内 容  

● 盛土式根圏制御栽培ブドウ「シャインマスカット」において、遮光率の異なる遮光資

材を用いてハウス内の環境条件を確認したところ、遮光により、ハウス内温度の上昇を

抑制し、50％遮光では葉焼けの発生も軽減できました(図 1、表 1）。 

● 果実品質は、果皮色及び糖度で有意差があり、遮光率 50%以上の遮光資材では、成熟

が遅延する可能性があります(表 2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 導入のメリットや留意点等  

●   今回の調査は、定植 1 年目(3 年生)の果実品質の評価です。 

●   葉焼けの発生は土壌水分の影響も受けるため、盛土内の適切な土壌水分管理が必要で

す。 

● 今後、収穫時期を遅らせた調査を実施し、果皮色や糖度にどのような影響があるか調

査します。 

（活用した事業名 育成センサーの開発と日本のスマート農業の創出「福島国際研究教育機構における農林水産研究の推進」委託事業（JPFR25020102） ） 

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和７年度（参考） 

 福島県農業総合センター 果樹研究所 栽培科 

                                     ＴＥＬ ０２４－５４２－４９５１ 

 
ブドウ盛土式根圏制御栽培における 

遮光の影響 

果樹 

 
図１ 試験区の平均気温の比較 

      （被覆期間 7/22～9/10） 
 

表１ 葉焼け発生率調査結果 

 
表２ 果実品質 

 

30％遮光 50％遮光 有意性

遮光前 3.0 8.2 **

遮光後 3.3 4.1 n.s.

有意性 n.s. *

注)ｔ検定により*は5%水準、**は1％水準で有意差あり。

調査時期
葉焼け率（％）

粒重 果皮色 糖度

（g） (ｶﾗｰﾁｬｰﾄ値) （°Brix)

30%遮光 4.5 3.7 17.4

50％遮光 4.6 2.3 16.0

有意性 n.s. ＊ ＊
注）t検定により*は5%水準で有意差あり。
注）満開日:6月4日、収穫日:8月20日

遮光率
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 成 果 の 内 容  

● 果樹園でのカラス類による被害対策のため、南会津町のリンゴ園地(82a)において、カ

ラス類の飛来を多く確認した時期(8 月上旬)に、ドローン(251×362×72mm 及び 245×

289×56mm)による追払いを実施しました。 

● 8 時～17 時の間、1 時間おきに追払いを実施したところ、カラス類の飛来数が減り、

果実の被害が軽減しました(図 1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 導入のメリットや留意点等  

● カラス類による被害が例年多く発生するほ場は、飛来が増加する時期に合わせて７月

頃から防除対策を始める必要があります。 

● 数日間追払いを実施すると、ドローンに「慣れ」てしまう個体が発生することから、

他の対策（果実残さの撤去、防鳥ネットの展張）との併用が必要です。 

（活用した事業名 中山間ふるさと水と土保全基金充当事業） 

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和７年度（参考） 

 福島県農業総合センター 企画経営部 企画技術科 

                                     ＴＥＬ ０２４－９５８－１７００ 

ドローンによる 
果樹園でのカラス追払いの効果 

果樹 

8/5~8 8/13~16 8/21
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果
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飛
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月日

飛来数

被害樹A

被害樹B

追払い実施日

図 ドローンによるカラスの追払いと日別飛来数及び被害果数（2025 年南会津町、リンゴ園） 

※ 被害樹 A の品種は「もりのかがやき」、被害樹 B の品種は「おいらせ」。 
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 成 果 の 内 容  

● 果樹におけるカラス類による被害発生状況を確認するため、6月～11月の 3～20時に、

大玉村ナシ園及び南会津町リンゴ園にてセンサーカメラを用いて、カラス類の飛来数を

調査しました。 

● ナシ園では 7 月中旬頃、リンゴ園では 7 月下旬頃に飛来数が多くなり、同時期に加害

を確認しました(図 1、2）。また、6～9 時及び 15～17 時に飛来数が多くなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 導入のメリットや留意点等  

● カラス類の果実への加害は収穫期よりも早いため、対策は 7 月頃から始める必要があ

ります。 

● 鳥類の出没は時期や場所によって異なりますが、餌場として定着することもあるため、

防鳥ネット、残渣の処分、定期的な追払いを組み合わせて、被害の軽減を図る必要があ

ります。 

（活用した事業名 中山間ふるさと水と土保全基金充当事業） 

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和７年度（参考） 

 福島県農業総合センター 企画経営部 企画技術科 

                                     ＴＥＬ ０２４－９５８－１７００ 

 
果樹園でのカラス被害は、 

収穫期の１か月以上前から始まる 

果樹 

※  南会津町リンゴ園では、8 月 5～8 日、13～16 日、21 日にドローンによる 

7/16加害確認

8/20収穫開始

0
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300

400
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月日
図１ 日別カラス類の飛来数（大玉村、ナシ、2025年）

7/25加害確認

9/16収穫開始

0
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図２ 日別カラス類の飛来数（南会津町、リンゴ、2025年）

追払いを実施しています。 
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 成 果 の 内 容  

● リンドウ「天の川」の春肥は、施肥時期を萌芽期とし、施肥量を標準よりも増やすこ

とで（N 成分で標準施肥 0.6kg/a＋即効性肥料 0.4kg/a）切り花長が長くなり、上位の出

荷規格別割合が増加することが確認されました（図、表）。 

● 春肥の施用時期や施用量による収穫期への影響はほとんどありませんでした（表）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導入のメリットや留意点等  

● 春肥の施用後に降雨が少ない場合は肥料の吸収を促すため、かん水を実施する必要が

あります。 

（活用した事業名 福島県産農産物競争力強化事業(研究)） 

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和７年度（イ参考） 

 福島県農業総合センター 作物園芸部部 花き科 

                                     ＴＥＬ ０２４－９５８－１７２５ 

リンドウ「天の川」は 
萌芽期から多めに施肥することで 
上位出荷規格品の割合が向上する 

花き 

ポット栽培で 

試験を実施した 

点滴チューブ 

水 

肥料 

図 試験時の様子 

表 切り花形質、出荷規格別割合、収穫期調査

80㎝ 70㎝ 60㎝ 50㎝ 外

萌芽期標準施肥 N成分 0.6kg/a 2) 174 64.2 a 3.0 b 0.0 9.8 55.2 30.5 4.6 10月1日

萌芽期多肥 N成分 0.6kg/a 2)＋ 0.4kg/a  3) 187 69.8 a 3.6 a 2.7 38.0 43.9 13.9 1.6 9月29日

側芽発生期標準施肥 N成分 0.6kg/a 2) 168 59.3 b 2.8 b 0.0 1.2 35.1 49.4 14.3 10月1日

注1)令和7年度の萌芽期は3/21、側芽発生期は5/19に確認され、その日に春肥を施用した。露地栽培では、雪解け及び萌芽を確認してから施用すること。
注2)Tukeyの多重比較検定により異なる文字間には5％水準で有意差あり。

2)標準施肥は「CDUタマゴ化成肥料S555」を施用した。
3)即効性肥料は「くみあい尿素入り窒素加里化成2号」を施用した。

1)出荷規格：80cm(花段数5段以上)、70cm(4段以上)、60cm(3段以上)、50cm(2段以上)に区分した。なお、収穫は切り花可能な茎を地際から全て
 採花し、茎径2.0mm以下となるものは除外して調査した。

春肥量
調査茎数
（本）

切り花形質 出荷規格1)別割合(％)
収穫盛期

(50%)
切り花長

（cm）

花段数

（段）

－ 67 －



 

 

 

 

 

 

 成 果 の 内 容  

● 「作型適応処理」は、本葉 2 対葉程度まで育苗した苗を 20℃、20 時間照明で 3 週間育

てることで、切り花を長くすることができる技術です。 

● 作型適応処理を 15℃で実施しても、20℃で実施した場合と同等の効果が得られること

が確認できました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 導入のメリットや留意点等  

● 設定可能な上限温度が 15℃の農業用保冷庫でも、作型適応処理が実施できます。 

● 作型適応処理は、中生、中晩生の品種で効果が得られます。 

● 定植時には、葉焼け防止のため屋外の気温に応じて順化等を行ってください。 

 

（活用した事業名 農林水産分野の先端技術展開事業(JPFR25060110)） 

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和７年度（参考） 

 福島県農業総合センター 作物園芸部 花き科 

                                     ＴＥＬ ０２４－９５８－１７２５ 

 

 
トルコギキョウの作型適応処理(秋出荷向け)は、 

15℃でも品質向上効果がある 

花き 

・温度 15℃一定 

・１日 20 時間照明 

・濃度の薄い液肥を底面給水 

図 1 作型適応処理のイメージ 

図 2 作型適応処理の温度と切り花長別
割合（「7 月中旬定植ハピネスホワ
イト」） 

－ 68 －



 

 

 

 

 

 

 

 成 果 の 内 容  

● 高温対策として防虫ネットの目合いを大きくし換気性を改善した場合、微細害虫類の

侵入が懸念されますが、屋根の UV カットフィルム被覆による抑制効果を確認しました。 

● UV カットフィルム被覆によりアザミウマ類の飛び込み頭数は、通常の農 PO フィルム

と比較して減少しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 導入のメリットや留意点等  

● 物理的防除の効果が期待できます。 

● 本試験では品質への影響は確認されませんでしたが、栽培する品種や作型によっては

節間が伸長することにより品質が低下する可能性があります。 

 

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和７年度（参考） 

 福島県農業総合センター 作物園芸部 花き科 

                                     ＴＥＬ ０２４－９５８－１７２５ 

シュッコンカスミソウ栽培で 
屋根を UV カットフィルムにすると 

アザミウマ類の侵入が減少する 

花き 

図 UV カットフィルム（左）と慣行フィルム（右）の切り花の様子 

表　フィルムの違いによるアザミウマ類誘引数及び切り花品質

被覆フィルム
アザミウマ類

誘引数
3)
（頭）

平均採花日
（月/日）

切り花長
(cm)

切り花重
(g)

節数
(節)

茎長
(cm)

節間長
4)

(cm)

茎径
(mm)

茎の

硬さ
5）

UVカットフィルム
1) 10.6 10月1日 76.6 116.5 18.6 72.4 3.89 5.78 1.8

慣行フィルム
2) 29.9 10月2日 70.5 95.3 18.5 67.8 3.67 5.41 2.0

1)商品名   ：ダイヤスターUVカット厚み0.15mm　2)商品名：ダイヤスター厚み0.15mm（MKVアドバンス）各区 n＝80 反復なし
3)調査期間：８月４日～10月９日　約0.5aのハウス内に計６枚設置した粘着トラップの１枚当たりの平均誘殺計数。
                 なお農薬散布は調査期間中３回実施した。
4)算出方法：茎長/節数 5)手に持って縦に振り茎のしなり具合によって判断した。硬:２　普:１　軟:０の３段階評価

－ 69 －



 

 

 

 

 

 

 成 果 の 内 容  

● 福島県で育成した畑地性カラー品種｢はにかみ｣｢ミルキームーン｣｢キビタンイエロー｣

は、球根の重さが 30g 以上であれば約 70～100％の株で 1 本以上の採花が可能となり、

切り花生産に使用できます(図）。 

● 30～90g/球程度の球根 1 球当たりの切り花本数は、｢はにかみ｣2～8 本、｢ミルキーム

ーン｣1～5 本、｢キビタンイエロー｣1～4 本程度となり、球根重が重くなるのに従い本数

が増加する傾向が見られました(データ省略）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 導入のメリットや留意点等  

● 栽培後に掘り上げた球根の重さは、「はにかみ」と「ミルキームーン」は 100g 程度以

上、「キビタンイエロー」は 30g 程度以上となり、切り花生産に再利用できます。 

 

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和 7 年度（参考） 

 福島県農業総合センター 作物園芸部 花き科 

                                     ＴＥＬ ０２４－９５８－１７２５ 

福島県育成カラー３品種は 
球根重が 30g 以上であれば 

切り花生産に使用可能 

花き 

図 定植時球根重別採花株割合 
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 成 果 の 内 容  

● 定植 45 日後から発蕾まで電照処理し、抽苔開始後、草丈の伸長が約 5 ㎝以上となっ

てから 5 節以上残してハサミで摘心を行い、側枝を 3～5 本伸ばすことで、曲がりが少

なく、適正な太さの M～2L の切り花品質が確保できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 導入のメリットや留意点等  

● 従来の方法(抽苔前に彫刻刀で芯をえぐり取り、複数本仕立て)より作業負担が少なく

なります。 

● 無摘心 1 本仕立てでは茎が太くなりすぎるため、本仕立て法(定植後 45 日株を養生し

てから電照する)により複数本仕立てとすることで適正な茎の太さとなります。 

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和 6 年度（参考） 

 福島県農業総合センター 浜地域研究所 

                                     ＴＥＬ ０２４４－３５－２６３３ 

定植 45 日後から電照を開始し 
抽苔後に摘心して複数本に仕立てる 

秋冬カンパニュラの栽培法 

花き 

播種・定植： 2024 年 9 月 9 日播種、2024 年 10 月 24 日定植（栽植密度：株間 20 ㎝×畝間 60 ㎝、3 条ちどり植え） 

電   照： 赤色 LED(NABESEI,DPDL-R-9W)を用いて 10m 2 に 1 球を高さ 1.6m に設置し、定植 45 日後から発蕾まで 23 時～1 時に点灯。 

保温・加温：内カーテンにより 2024 年 12 月 2 日から収穫終了まで保温。2025 年 1 月 14 日から収穫終了までの夜間(16 時～翌朝 9 時)に

ハウス内 4 ヶ所にハウスヒーター（暖太郎 10 坪用、発熱量 650kcal/h）を設置して加温。 

調 製 方 法：枝を株の付け根から切り取って収穫し、切り花長、切り花重、茎径(付け根から 10 ㎝)、有効花蕾数を測定し、調製長、 

調製重は収穫枝の曲がりを除いて規格別に切りそろえ、切り口から 20 ㎝の葉と側枝を除去して測定した。 

 調製長は 2L：80 ㎝、L：70 ㎝、M：60 ㎝、S：50 ㎝ 

図 1  摘心後、5 本仕立てとした様子  

「チャンピオン・iQ ディープブルー」   「チャンピオン・iQ ピンク」 

３本仕立て            ５本仕立て  

① 

② 
③ 

④ 

⑤ 

摘心 

表  切り花品質(2024-2025 年度) 

２L L M

3本 4月15日 81.9 133 9.0 47.6 70.4 87 22.2 60.0 17.8

5本 4月15日 79.1 87 8.4 34.8 66.9 66 9.3 50.7 40.0

無摘心1本 4月15日 92.2 639 21.6 223.3 78.7 270 86.7 13.3 -

3本 4月7日 88.6 112 9.0 46.4 76.9 77 68.9 31.1 -

5本 4月7日 89.4 90 8.4 33.5 76.4 69 69.3 25.3 5.3

無摘心1本 4月2日 106.9 493 20.1 188.4 80.0 186 100 - -

チャンピオン・
iQピンク

仕立て本数
切り花長

（cm）
切り花重

（g）

チャンピオン・
iQディープ

ブルー

品種
規格別(調製長)
収量割合(％)採花時期

(盛期)
調製長
（cm）

調製重
（g）

茎径
（mm）

有効蕾数
(個/収穫枝)

図 2  調製後の切り花  
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 成 果 の 内 容  

● KSAS やアグリノートなどの経営管理システムに蓄積された作業記録データを、小集団

活動（経営体内の少人数の従業員グループが、話し合いを行い問題解決に取り組む活動）

の中で品目別・旬別・作業別の労働時間として示すことで、現場の課題共有に活用でき

ます(図 1)。 

● 記録データを提示することで、改善提案は日常管理中心から、栽培体系や労務配分の

見直しなど生産管理全体へ広がります。 

● 記録データに欠損があっても、小集団活動を行うことで必要な記録項目が明確になり、

生産管理システムへの入力意識が向上します(図 2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 導入のメリットや留意点等  

● 作業記録データを活用した小集団活動は、経営改善提案を創出できるほか、生産管理

システムへの入力意識が高まり、データ入力精度の向上につながります。 

● 少人数(5～6 人程度)の現場主導で実施すると活動が活発になりますが、導入当初は外

部の指導機関等が支援することで、円滑な実施につながります。 

（活用した事業名 農林水産分野の先端技術展開事業（JPFR25060106）） 

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和 7 年度（参考） 

 福島県農業総合センター 企画経営部 経営・農作業科 

                                     ＴＥＬ ０２４－９５８－１７１４ 

経営管理システムデータを活用した 
小集団活動による経営改善手法 

共通 

図 1 品目別・旬別の労働時間を可視化したイメージ 

図 2 経営管理システムデータを活用した小集団活動のサイクル 

データ 

欠損なし 

データ 

欠損あり 

－ 77 －



 

 

 

 

 

 

 成 果 の 内 容  

● 市町村が設置したカリ上乗せ施用継続検証ほ場で、検証試験終了後の土壌交換性カリ

含量の推移を追跡調査したところ、大きな変化は見られませんでした。 

● 稲わらと堆肥を併用しているほ場の方が、カリ上乗せ施用終了後も改良目標値を維持

することができていました。 

 導入のメリットや留意点等  

●   水稲の放射性セシウム吸収抑制対策は、土壌分析結果に基づきカリ肥料、稲わら等を

施用し、土壌の交換性カリ含量を維持することが重要です。 

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和７年度（放射線） 

 福島県農業総合センター 生産環境部 環境・作物栄養科 

                                        ＴＥＬ ０２４－９５８－１７１８ 

 
カリ上乗せ施用継続検証ほ場における 

土壌の交換性カリの動向 

稲作 

図 カリ上乗せ施用継続検証試験終了時から終了５年後までの土壌の交換性カリ含量の推移 

表 土壌の交換性カリ含量の改良目標値（25mg K₂O 100 g-1DW）を基準とした検証試験終了後の有機物施用の状況 

注 1）図中の破線は土壌の交換性カリ含量の改良目標値(25mg K₂O 100 g-1DW)を示す。 
注 2）n は地点数を表す。 

注1）「25 mg以上」は、検証試験終了後の追跡期間を通じて交換性カリ含量の最低値が25mgK2O 100g
-1

DW以上であったほ場を示す。

注2）「25 mg未満」は、検証試験終了後の追跡期間中に交換性カリ含量の最低値が25mgK2O 100g
-1

DW以上であったほ場を示す。

稲わら･堆肥ともに
無施用ほ場の割合(％)

25mg以上
1) 20 55.0 40.0 5.0 0.0

区分 ほ場数
稲わら+堆肥施用

ほ場の割合(%)
稲わらのみ施用
ほ場の割合(％)

堆肥のみ施用
ほ場の割合(％)

3.8

全体 73 45.2 50.7 1.4 2.7

25mg未満
2) 53 41.5 54.7 0.0

－ 78 －



 

 

 

 

 

 

 成 果 の 内 容  

● カリ肥料上乗せ施用の影響により 2011 年以降、2014 年、2017 年の土壌調査において、

水田の交換性カリ含量の増加傾向が確認されていました。 

● 2021 年～2024 年にかけての調査では、2017 年に対して土壌の交換性カリ含量の低下

傾向が見られ、25mgK2O 100g-1DW（土壌改良目標値）未満のほ場は 36%と増加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 導入のメリットや留意点等  

● 農作物への放射性物質の吸収抑制対策のため、土壌の交換性カリ含量を維持する必要

があります。 

 

Fukushima Agricultural Technology Centre      令和７年度（放射線） 

福島県農業総合センター 生産環境部 環境・作物栄養科 

                                        ＴＥＬ ０２４－９５８－１７１８ 

2017 年以降の 
水田土壌の交換性カリ含量の推移 

稲作 

注 1）2011 年、2014 年、2017 年に土壌調査を行ったうち、同一の 300 点のほ場での値。2021 年～2024 年

の４年間にかけて 300 ほ場を調査した。水稲収穫後の土壌を採取し分析した。 

注 2）2011 年及び 2021～2024 年は農業総合センター、2014 年及び 2017 年は JA グループによる分析結果。 

注 3）平均は平均値±標準偏差を示す。2021～2024 年は 4 年間に調査したほ場の平均値を示す。 

注 4）*は 2021 年～2024 年の値が 2017 年の値と比べ有意差があることを示す(p<0.05、Wilcoxon の符号順

位検定)。 

ほ場数 2011年 2014年 2017年 2021～2024年
中通り 192 21.1±21.7 33.3±12.9 38.0±17.3 31.1 ±12.5*

会津 72 27.6± 8.8 33.2±12.3 40.6±14.7 31.7 ±13.4*
浜通り 36 22.9± 8.8 33.4±14.1 37.6±14.1 30.5 ±13.1*
全体 22.8±13.3 33.3±12.7 38.6±15.3 31.2 ±13.1*
最大
最小

項目
年度

土壌の交換性カリ含量

（mgK2O 100g-1DW）
300 42.5 77.0 71.0 75.0

6.1 8.0 12.0 12.2

25mgK2O 100g-1DW未満のほ場数（点） 209 66 66 108

      割合（％）  69.7 22.0 22.0 36.0

表 県内水田調査ほ場での交換性カリ含量の推移 

－ 79 －



 

 

 

 

 

 

 成 果 の 内 容  

● カリ肥料を施用しない栽培を継続したほ場では、土壌の交換性カリ含量が減少し、放

射性セシウムは植物体に吸収されやすくなります。 

● 特に土壌の交換性放射性セシウム濃度が高いほ場では、玄米の放射性セシウム濃度が

高くなる傾向があります。 

 

 

 

 

 

 導入のメリットや留意点等  

● Ａほ場・Ｂほ場では 2016～2025 年の 10 年間、Ｃほ場では 2021～2025 年の 5 年間に

わたり継続調査しました。 

● 日常の土壌診断では交換性カリ含量を基本指標とし、リスクが高いと想定される代表

ほ場では、交換性放射性セシウム濃度を補完的に測定することが望ましいと考えられま

す。 

（活用した事業名 農林水産省(令和 3 年度～4 年度)・福島国際研究機構(F-REI)(令和 5～7 年度)の農林水産分野の先端技術展開事業（JP009997）のうち、特定復興再生拠点区域等の円滑な営農再開に向けた技術実証（JPFR24060105） ） 

Fukushima Agricultural Technology Centre      令和７年度（放射線） 

福島県農業総合センター 生産環境部 環境・作物栄養科 

                                        ＴＥＬ ０２４－９５８－１７１８ 

土壌の交換性放射性セシウム濃度が高いほ場では
玄米の放射性セシウム濃度が高くなる傾向がある 

稲作 

図 各試験ほ場における収穫時の土壌の交換性カリ含量と玄米のセシウム濃度の推移 

注 1）Ａほ場はＢほ場、Ｃほ場に比べ交換性放射性セシウム濃度が高いほ場である。 

    ※交換性放射性セシウムは土壌の放射性セシウムのうち吸収されやすい画分。 

注 2）エラーバーは標準偏差を示す。 
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 成 果 の 内 容  

● 特定復興再生拠点区域の除染後農地 6 ほ場において、カリ肥料(硫酸カリ)の施用量を

変えてブロッコリーを栽培しました。 

● 収穫したブロッコリーの花蕾について放射性セシウムの移行係数を調査したところ、

土壌の交換性カリ含量が高いほど移行係数が低く、移行が抑制されました。 

 

 

 導入のメリットや留意点等  

● 除染後農地ほ場でブロッコリーを作付する際、放射性セシウム吸収抑制対策の参考に

なります。 

 

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和 7 年度（放射線） 

 福島県農業総合センター 浜地域農業再生研究センター 

                                     ＴＥＬ ０２４－２６－９５６２ 

 栽培土壌のカリ含量を高めることで 

ブロッコリーへの放射性セシウム移行を抑制可能 

野菜 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 土壌の交換性カリ含量とブロッコリー花蕾の移行係数＊との関係 
（＊花蕾の移行係数 ＝ ブロッコリー花蕾の 137Cs 濃度 ÷ 土壌の 137Cs 濃度） 
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 成 果 の 内 容  

● 2021 年～2024 年の調査では、表土を除去したほ場で果実及び葉の放射性セシウム(以

下、「137Cs」という。)濃度が常に低い傾向にありました(図 1）。 

● 処理後 10 年目(2024 年）の深さ 0～10cm の土壌の 137Cs 濃度は、表土を除去したほ場

で低い状況でした(図２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 導入のメリットや留意点等  

● ユズ苗木を植え付ける際には、土壌の放射性セシウム濃度や垂直分布を確認するとと

もに、土壌の交換性カリ含量など土壌分析を実施し、適切な土壌改良を実施しましょう。 

 

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和７年度（放射線） 

 福島県農業総合センター 果樹研究所 栽培科 

                                     ＴＥＬ ０２４－５４２－４９５１ 

  ユズ苗木新植時の表土除去により 
果実への放射性セシウム吸収が 

抑制できる 

果樹 

図１ 葉・果実の137Cs濃度の経年変化（2021～2024年） 

 

□表土除去 

■表土除去無し 

注）t 検定により*は 1%水準、†は 10％水準で有意差あり 

図２ ユズ新植ほ場の深度別土壌の137Cs濃度Bq/kg・Dw 
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 成 果 の 内 容  

● 近年の樹園地土壌の放射性セシウム濃度及び空間線量は、横ばいの傾向となっていま

す。 

● 未除染地点の土壌の放射性セシウム濃度は、物理的減衰推定値と同等の地点がほとん

どでしたが、除染実施地点では物理的減衰推定値よりも低く推移していました。 

 

 

 導入のメリットや留意点等  

● 樹園地における土壌の放射性セシウム濃度及び空間線量率は、今後も物理的減衰推定

値と同等からやや低く推移していくことが予想されます。 

（活用した事業名 令和 7 年度放射性物質測定調査委託事業） 

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和７年度（放射線） 

 福島県農業総合センター 生産環境部 環境・作物栄養科 

                                     ＴＥＬ ０２４－９５８－１７１８ 

福島県内樹園地土壌の 
放射性セシウム濃度及び空間線量率は 
物理的減衰推定値並に低下している 

果樹 

図１ 樹園地土壌の放射性セシウム濃度の経年変化 

図 3 樹園地土壌の放射性セシウム濃度（2012 年、2024 年）と物理的減衰推定値の比較 

図 2 樹園地の空間線量率の経年変化 

注 1）n は地点数を表しています。 

注 2）2012 年から 2024 年まで同一の地点のみを対象としました。 
注 3）物理的減衰推定値は 2024 年の推定値です。  

注 1）n は地点数を表しています。 注 1）n は地点数を表しています。 
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 成 果 の 内 容  

● 放射性セシウム低吸収草種であるトールフェスクは、土壌の交換性カリ含量30mg/100g

乾土以上を維持すると、放射性セシウム(以下、「137Cs」という。)の移行を低く抑えるこ

とができます。 

● 土壌の交換性カリ含量が 30～40 ㎎/100g 乾土と高い状態であっても、牧草のミネラル

バランスの指標であるテタニー比は基準値の 2.2 以下です。 

 

図 トールフェスクの 137Cs 移行係数と土壌の交換性カリ含量 

※ 137Cs 移行係数＝牧草乾物 137Cs 濃度/乾土 137Cs 濃度 

表 牧草のミネラル含量(2023～2025 年)(n=13) 

Ca(％) Mg(％) K(％) テタニー比 

0.37±0.05 0.32±0.07 3.37±0.50 1.97±0.40 

※ 土壌の交換性カリ含量が 30～40mg/100g 乾土の場合の平均値±標準偏差。 

※ Ca、Mg、K は乾物中(％)。テタニー比＝K/(Ca+Mg)当量比。 

テタニー比 2.2 以上で低カルシウム血症や低マグネシウム血症などのリスクが高くなります。 

 導入のメリットや留意点等  

● 営農再開地域の粗飼料生産における放射性物質の吸収抑制対策の参考となります。 

● 栽培管理に関する留意点は、「トールフェスク栽培利用マニュアル ((独)家畜改良セ 

ンター、農研機構、福島県農業総合センター作成）」を参照してください。 

（活用した事業名 農林水産分野の先端技術展開事業（JPJ009997）、特定復興再生拠点区域等の円滑な営農再開に向けた技術実証(JPFR24060105)） 

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和７年度（放射線） 

 福島県農業総合センター 浜地域農業再生研究センター 

                                     ＴＥＬ ０２４４－２６－９５６２ 
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低く抑えられる 

畜産 
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 成 果 の 内 容  

● 製日本めん適性に優れる小麦「さとのそら」、製パン適性に優れる小麦「ゆきちから」、

「夏黄金」は、中通り中山間高冷地の営農再開後ほ場(川俣町山木屋)における栽培にお

いても、収量、品質は良好です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 導入のメリットや留意点等  

● 収量・品質確保のためには、土壌の肥沃度に合わせた施肥が重要です。幼穂形成期の

追肥の他、「ゆきちから」と「夏黄金」は出穂期の追肥も行いましょう。 

● 小麦は湿害に弱いため、排水不良ほ場では十分に排水対策を行いましょう。 

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和７年度（営農再開） 

 福島県農業総合センター 浜地域農業再生研究センター 

                                     ＴＥＬ ０２４４－２６－９５６２ 

中通り中山間高冷地でも 
製日本めん・製パン適性に優れる 

小麦の栽培は可能 

畑作 

図 1 各品種の収量(精麦重) 

(縦目ふるい 2.4 ㎜、水分 12.5%換算) 

図 2 各品種の容積重及び千粒重 

(縦目ふるい 2.4 ㎜、水分 12.5%換算) 

表 各品種の生育ステージと等級 1) 

1) 農産物検査機関（JA ふくしま未来）による 7 段階評価（1 上・1 中・1 下・2 上・2 中・2 下・規格外） 

播種日 幼穂形成期 成熟期

（月日） （月日） （月日）

さとのそら 2025/3/19 2025/5/6 2025/6/27 1下

ゆきちから 2025/3/26 2025/5/12 2025/6/30 1中

夏黄金 2025/3/26 2025/5/11 2025/6/30 1下

品種
出穂期

等級
（月日）

2024/10/18
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 成 果 の 内 容  

● 冷凍加工用ブロッコリーは、茎葉部を除いた花蕾部のみを利用するため、単位面積当

たりの花蕾部分の重量をより多く確保する必要があります。 

● 早生～中生品種を用いた栽培では、株間を狭くして花蕾長径 17cm まで肥大させるこ

とで、単収が向上します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 導入のメリットや留意点等  

● 「SK9-099」、「アーリーキャノン」は肥大が早く、花蕾が大きくなりすぎると黄化等が

発生する場合があるため、適期の収穫を心掛けましょう。 

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和６年度（営農再開） 

 福島県農業総合センター 浜地域農業再生研究センター 

                                     ＴＥＬ ０２４４－２６－９５６２ 

加工用の秋冬ブロッコリー栽培では 
株間を狭くするほど単収が向上する 

野菜 

図 各品種の栽培経過 

年月

日 30 25,27 17 15 7 25,28 20

SK9-099 ● ▼◎ ▽ ▽

アーリーキャノン

グリーンキャノン

■：収穫(花蕾長径17cmに達した株を収穫)

12月 2025年1月

●：播種、ー：生育期間、▼：基肥(N：P₂O₅：K₂O＝34：7.2：9.6 ㎏/10a)、◎：定植、▽：追肥(N＝1.5kg/10a)、

2024年7月 8月 9月 10月 11月

長径 短径
ステム
カット前

ステム
カット後

フロー

レット※4

45 17.3 16.3 17.2 414 389 267 1,439 68

40 17.5 16.7 17.9 466 442 302 1,840 69

35 17.4 16.8 15.7 440 418 279 1,991 66

45 17.4 16.4 16.4 420 398 286 1,474 72

40 17.3 16.4 17.2 456 429 306 1,787 71

35 17.7 17.1 17.5 414 396 280 1,884 71

45 17.0 16.2 23.1 516 459 377 1,700 82

40 17.0 16.4 22.4 456 403 314 1,681 78

35 17.2 16.4 23.6 449 405 313 1,929 77

グリーンキャノン

品種名 株間※1

花蕾径（cm） 花蕾まで

の高さ※2

(cm)

　　花蕾重※3（g/株）
収量※5

（kg/10a）
歩留り※6

（%）

SK9-099

アーリーキャノン

表 品種、株間による収量への影響 

※1 いずれも条間は 60 ㎝で、栽植密度（株/10a）は株間 45 ㎝ 3,703 株、株間 40 ㎝ 4,166 株、
株間 35 ㎝ 4,761 株。 

※2 地際から花蕾下部までの高さ。 
※3 花蕾高を 15cm 調整した重量をステムカット前の花蕾重とし、小花蕾の分岐下部 1cm で茎を

カット（ステムカット）した重量をステムカット後の花蕾重とした。 
※4 花蕾を花柄 3～4cm 残した状態の小房に分解した。 
※5 ステムカット後の花蕾重×栽植本数 
※6 フローレット/ステムカット後×100 
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 成 果 の 内 容  

● 楢葉町の振興品目であるカンショは、連作による地力低下等が懸念されていますが、

原料確保のため輪作や休作が難しい状況にあります。そこで、カンショ連作ほ場で緑肥

作物を導入する場合に、ライムギが利用可能であることが分かりました。 

● カンショは基肥窒素が多いと生育過繁茂(つるぼけ等)の懸念がありますが、ライムギ

は出穂後にすき込むことで分解と窒素溶出が遅くなります。 

● ライムギは基肥(窒素 5kg/10a)施用で出穂期が早まり、すき込み量が増加しました。 

 

 

品目 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 

カンショ 

ライムギ 

 

収穫 △定植 ○播種 ×すき込み  

 

 

 導入のメリットや留意点等  

● 本試験ではすき込みを実施しておらず、ライムギすき込み後の分解程度や作業性等は

考慮していません。 

● 相双地方では連作に対応した地力回復のため、堆肥の連年施用が推奨されています。

緑肥利用は、可能であれば 1～2 年休作による夏作物の導入が望まれます。 

 

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和 7 年度（営農再開） 

 福島県農業総合センター 浜地域農業再生研究センター 

                                     ＴＥＬ ０２４４－２６－９５６２ 

 播種 出穂 全炭素 

Kg/10a 

堆肥換算量注） 

t/10a 

基肥あり 
11 月 2 半旬 

3 月 4 半旬 416 2.0 

基肥なし 3 月 6 半旬 211 1.0 

注）「堆肥診断システム（畜産環境技術研究所）における乳用牛で機械攪拌方式による乾物当

たりの堆肥データ」より家畜糞入り堆肥の水分 45.5％、全炭素 38％で試算 

カンショ連作栽培における 
ライムギの緑肥導入 

畑作 

図 想定される栽培体系（楢葉町） 

× 

表 ライムギ出穂期におけるすき込み量の試算 
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 成 果 の 内 容  

● 耐倒伏性に優れた県奨励品種「タチサカエ」と、飯舘村で導入されている「ガルフ」

の収量や倒伏の度合いを比較しました。 

● 「タチサカエ」は、「ガルフ」よりも年間乾物収量が 450kg/10a 多く、3 番草まで刈取

可能で、耐倒伏性も優れていました。 

 

図 1 各品種の年間乾物収量 

 

表 各品種の倒伏程度 

品種 5 月 12 日 6 月 23 日 

タチサカエ 3.7 4.7 

ガルフ 8.0 8.3 

※ ｎ＝3 

※ 倒伏無しを 1、中程度の倒伏を 5、完全に倒

伏した状態を 9 として評価しました。 
 
                         図 2 各品種の倒伏程度 

（2025 年 5 月 12 日撮影） 

 導入のメリットや留意点等  

● 収穫ロスが少ない、効率的な牧草生産が期待できます。 

● 倒伏や病害を防ぐため、基準量を適期に播種し、収穫も適期に行いましょう。 

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和７年度（営農再開） 

 福島県農業総合センター 浜地域農業再生研究センター 

                                     ＴＥＬ ０２４４－２６－９５６２ 
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 成 果 の 内 容  

● 除染後農地の地力回復に向けて栽培した緑肥作物のすき込みによる窒素投入量は、10a

当たり 6～9kg となりました。 

● 緑肥作物をすき込んだ後にソバを栽培した結果、無施肥で 10a 当たり 100kg 以上の収

穫量を確保できました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 導入のメリットや留意点等  

● 緑肥作物の生育量が多すぎると窒素過多になることがあるので、生育状況を確認しな

がらすき込みます。 

● 緑肥作物をすき込み直後に栽培予定の作物を播種すると発芽率が低くなることがあり

ます。よって、すき込み時期は、栽培作物播種予定日の 2 週間から 1 か月程度前として

ください。 

 

（活用した事業名 農林水産分野の先端技術展開事業(JPJ009997)、特定復興再生拠点区域等の円滑な営農再開に向けた技術実証(JPFR24060105)） 

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和 7 年度（営農再開） 

 福島県農業総合センター 浜地域農業再生研究センタ－ 

                                     ＴＥＬ ０２４－２６－９５６２ 

緑肥作物による 
除染後農地の地力回復効果 

共通 

※春は種は 2022 年度の実証試験結果、秋は種は 2025 年度の実証試験結果です。 

※基肥・追肥は施していません。 

※ソバは 8 月中旬には種し、10 月下旬に収穫した結果です。 

図 緑肥作物のは種から秋ソバ収穫までの作業体系の例 

表 すき込んだ緑肥作物の全窒素量とソバの収穫量等 

※図中の記号は、●緑肥作物は種、◆緑肥作物裁断・すき込み、◎ソバは種、□ソバ収穫を示しています。 

１０月 … ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月

緑肥作物春は種 ● ◆ ◆ ◎ □

緑肥作物秋は種 ● ◆ ◆ ◎ □

緑肥作物名
緑肥作物
は種日

緑肥作物
すき込み日

すき込んだ
緑肥作物の全窒素量

ソバの収穫量

春は種 ヘアリーベッチ 3月14日 8月12日 9kg/10a 115kg/10a

ヘアリーベッチ 10kg/10a 232kg/10a

ペルシアンクローバ 6kg/10a 183kg/10a

秋は種 10月31日 6月16日
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 成 果 の 内 容  

● 多年生雑草に対する塩素酸塩粒剤(商品名：クロレートＳ)による防除効果は、散布翌

年まで継続しました。 

● 塩素酸塩粒剤を散布した翌年には、緑肥作物等の生育に影響は見られませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 導入のメリットや留意点等  

● 散布時や散布後に降雨があると効果が低下するおそれがあるため、晴天が続く予想が

される日程で散布してください。 

● 本技術をとりまとめた防除対策資料は国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研

究機構ホームーページにて公開予定です。 

 

（活用した事業名 農林水産分野の先端技術展開事業(JPJ009997)、特定復興再生拠点区域等の円滑な営農再開に向けた技術実証(JPFR24060105)） 

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和 7 年度（営農再開） 

 福島県農業総合センター 浜地域農業再生研究センタ－ 

                                     ＴＥＬ ０２４－２６－９５６２ 

塩素酸塩粒剤による効率的な雑草防除 
共通 

0

20

40

60

80

100

除草剤散布無し 除草剤散布有り

多
年
生
雑
草
の
優
占
度
の
比
(%
)

0

20

40

60

80

100

除草剤散布無し 除草剤散布有り

緑
肥
作
物
の
優
占
度
の
比
(%
)

図 1 塩素酸塩粒剤散布翌年の多年生雑草の生育状況 

図 2 塩素酸塩粒剤散布翌年の栽培緑肥作物の生育状況 

※剤散布無しほ場の多年生雑草(スギナ、ヨモギ)の優占度を 100%としたときの剤散布有りほ場の比率。 

※散布日：2023 年 5 月 19 日、調査日：2024 年 6 月 19 日。 

※剤散布無しほ場内の緑肥作物(ヘアリーベッチ)の優占度を 100%としたときの剤散布有りほ場の比率。 

※散布日：2023 年 5 月 19 日、緑肥作物のは種日：2024 年 3 月、調査日：2024 年 6 月 12 日。 

－ 98 －



 

 

 

 

 

 

 成 果 の 内 容  

● 「通い農業支援システム v2(農研機構開発)」は、栽培管理に関するデータを取得して

生産者間で相互に閲覧・共有することができます。 

● 花き(トルコギキョウ・ストック)栽培経験の浅い生産者や新規栽培者、熟練者が通い

農業支援システム v2 を活用したところ、効率よくデータを共有することができ、栽培

管理の改善に役立ちました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 通い農業支援システム v2 活用イメージ 

 

表 ヒアリング調査結果の主な内容 

 

 

 

 導入のメリットや留意点等  

●   「生産者間で栽培管理状況を共有できる通い農業支援システム v2 作成マニュアル」

は、国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構ホームページにて公開予定です。 

 

（活用した事業名 農林水産分野の先端技術展開事業（JPJ009997）、特定復興再生拠点区域等の円滑な営農再開に向けた技術実証（JPFR24060105）） 

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和 7 年度（営農再開） 

 福島県農業総合センター 浜地域農業再生研究センタ－ 

                                     ＴＥＬ ０２４－２６－９５６２ 

生産者 ヒアリング内容

・メッセージ共有アプリでの意見交換の場ができたのでわからないことを聞くことができた。

・温度や土壌水分に関する通知については栽培管理に役立った。

・温度管理の誤りに気がついた後、ハウス管理を調整し熟練者と同じ温度管理になると達成感があった。

熟練者 ・通知など、メッセージ共有アプリ上でつながっていると指導しやすい。指導の機会ができる。

栽培経験の
浅い生産者

花き栽培における 
通い農業支援システム v2 の実証 

共通 

※１　ヒアリング調査は試験ほ場のほ場主に対して実施しました。

※２　2022年3月～2025年9月の間に複数回ヒアリング調査を行った結果の一部です。
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※調査した野生アライグマ(n=28)を行動分類で色分けした行動圏の全体像を示しており、橙色は調査開始時点の帰還困難区域 

 

 

 

 

 

 成 果 の 内 容  

● 営農再開地域のアライグマは、廃屋、河川、農地を好んで利用しており、これらの周辺が

捕獲適地と考えられます。 

● アライグマは餌の嗜好性に個体差があるので、捕獲の際は、一種類の餌だけではなく、複

数の餌をローテーションする必要があります。 

                                            C1（ホームタイプ） 

                                            ねぐらはほぼ家屋で、夜間に河川近傍に出没する 

                                                  C2（森林タイプ） 

                                              ねぐらはほぼ家屋以外で、森林を利用する傾向が強い 

                                            C3（河畔タイプ） 

                                              ねぐらは家屋も利用し、河川近くに出没する傾向  

                                            C4（移動タイプ） 

                                            ねぐらは家屋も利用し、行動範囲が広く移動距離が長い 

 

 

図 1 アライグマの行動タイプ 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 捕獲適地(赤塗りはアライグマが好むエリアを示す)   

 導入のメリットや留意点等  

●  本技術は、営農再開地域に生息する野生アライグマの行動特性データをもとに作成して 

 いるため、他の地域で利用する際は、その地域の環境条件を踏まえて参考にしてください。 

（活用した事業名 農林水産分野の先端技術展開事業(JPJ009997)、特定復興再生拠点区域等の円滑な営農再開に向けた技術実証(JPFR24060105)） 

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和７年度（営農再開） 

 福島県農業総合センター 浜地域農業再生研究センター 

                                     ＴＥＬ ０２４４－２６－９５６２ 

営農再開地域における 
アライグマの行動特性と罠餌嗜好性の調査 

共通 

C1(ホームタイプ) C2(森林タイプ) 

図 3 アライグマが最初に食べた餌 

－ 100 －


